
作り方 

①米ともち米は一緒に洗って 1 時間水に浸け、ザルのあげ 30 分以上置く。 

①そら豆はさやから出して水 300cc と塩と酒で 2 分くらい茹で、豆とゆで

汁を分ける。 

②そら豆の薄皮を剥く。 

③土鍋に米を入れ、昆布と桜えびを乗せる。ゆで汁に水を足し 320cc にし

中火で 13 分炊き、そら豆を入れて 15 分蒸してできあがり♪ 
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旬の食材レシピ 

 

材料(2～3 人分) 

・そら豆…さやを剥いて 170g 

・乾燥桜えび…20g ・塩…小さじ 1 ・昆布…1 枚 

・米…1.5 合 ・もち米…0.5 合  ・酒…大さじ 2 

桜えびとそら豆の炊き込みご飯 

最近よく聞く、SDGs(エスディージーズ) ustainable evelopment oal

「持続可能な開発目標」とは？そして当社の取り組みについてご紹介いたします。 

地球上には地球や環境問題、戦争、貧困問題などあらゆる問題があります。 

その問題が解決され、地球上の「誰一人取り残さない」で皆が安心して地球で 

暮らしていけることが理想です。そのため、国連サミットで地球上で起こっている 

問題を整理して解決への道筋を作った計画「持続可能な開発目標」が定められ、 

2030 年までに 17 の目標達成を目指すと定められました。「持続可能」というのは今だけではなく”ず

っと続けていけること”という意味で、問題が解決され地球上の「誰一人も取り残さない」で安心して

暮らしていけることが理想です。 

企業理念である「地域から信頼される太い会社になろう」という考えのもと、 

SDGsの目指す未来の実現に向け事業を通じて貢献し取り組んでいきます。 

当社が 2030年までに取り組む SDGsは下記の 5つの番号の目標です。 

生活支援事業部ベンリー秋田大町店としては「③すべての人に健康と福祉を」

「⑪住み続けられるまちづくりを」の 2つを地域の皆様のお困りごとの解決、買

い物支援などのサービスを提供することで安全で住みやすく、必要なサービスを

受けられることをサポートとし、地域貢献として取り組んでまいります。 

中央土建(株)は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。 



 

バリアフリーリフォームというとシニアや障がいがある方のためのリフォーム、あるいは老

後を見据えた将来への備えとしてのリフォームと思われるかもしれません。しかし、バリア

フリーリフォームをすることによって要介護者だけではなく、一緒に暮らす家族にとって

も安全で楽な家になります。 

住みなれた住宅で、いつまでも安心して過ごしたい。そのためには住まいの改善は大事なポイント

になります、要支援・介護の認定を受けていれば20万円を限度として工事費用の 1割(所得により

2割)の自己負担で住宅改修工事を行うことができます。 

1.手すりの取付 

2.段差の解消 

3.滑りの防止、移動の円滑化のための床材の変更 

4.引き戸などへのドアの取替え 

5.和式から洋式への便器の取替え 

6.上記の工事に付帯して必要な工事 

 

 

要支援・介護認定 

サービス計画の策定 
(ケアマネージャー) 

図面・見積もり作成・申請・審査 

施工 

工事費の支払い 

住宅改修の理由書作成 
(ケアマネージャー) 

住宅改修費支給申請 

住宅改修費の支給 

手すり 1本からでも 
お伺いさせていただきます！ 

介護リフォーム、バリアフリーリフォームは介護が必要な人にだけ便利であればいいというわけでは

ありません。充分なスペースを取ったり、すぐに掃除が出来るように収納棚を付けたりすると、 

双方が使いやすいリフォームになります。 


